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加
入
者
ホ
ー
ム
（
萄
肇
地
内
）
で
主
訓
練

両
行
政
区
の
協
力
を
得
て
、
住
民
の

避
難
訓
練
、
ひ
ン
ゴ
車
が
出
動
し
て

の
救
出
訓
練
や
け
が
八
の
救
助
訓
練
、

消
防
署
、
臼
石
市
消
防
団
の
放
水
に

ょ
る
消
火
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
話
・
電
力
・
ガ
ス
・
水

道
施
設
な
ど
の
応
急
復
旧
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
防

災
訓
練
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
昨
年
行
わ
れ
た
目
通
工
で
の
訓
練

Q
｛
琢
庭
に
い
る
乙
き

　
ど
ん
な
地
震
で
も
一
瞬
の
う
ち
に

建
物
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
、
ま
ず
少

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
で
・

て
戸
外
に
飛
び
だ
す
の
は
か
え
っ
で
、

危
険
を
と
も
な
い
ま
す
．
．
．

　
丈
夫
な
家
具
に
身
を
寄
せ
て
様
子

を
み
ま
し
よ
う
、
臼
．

。
火
を
使
用
中
な
ら
…

　
台
所
、
風
呂
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
、

火
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
器
具

栓
か
元
栓
を
と
に
か
ノ
、
止
め
る
こ
と

・
一
階
に
い
た
ら
…

　
窓
や
戸
を
あ
け
、
逃
げ
道
を
つ
く

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

。
二
階
に
い
た
ら
…

　
木
造
家
屋
で
は
一
階
よ
り
も
二
階

の
ほ
う
が
わ
り
あ
い
安
全
で
す
。

　
注
宅
密
集
地
で
は
屋
根
が
わ
ら
、

ガ
弓
マ
、
な
ど
の
落
下
物
が
多
い
の
で

む
や
み
に
外
に
飛
び
だ
す
の
は
危
な

○
路
上
し
い
る
＞
；
ご

。
門
柱
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
呼
て
ば
、
が

け
の
上
や
下
、
土
手
の
下
、
民
家
や

ビ
ル
の
そ
ば
か
ら
遠
ざ
か
り
広
い
場

所
に
出
て
落
ち
つ
い
て
行
動
し
て
，
・
、

だ
さ
い
。

　
持
つ
て
い
る
ヘ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
か

ば
ん
、
本
な
ど
を
と
り
あ
え
ず
頭
に

の
せ
て
、
看
板
、
窓
ガ
ラ
ス
、
外
装

用
ダ
イ
ル
、
レ
ン
ガ
な
ど
の
落
下
物

の
直
撃
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

つ
』

参加しましよう

　午前9時30分一斉にサイレン
　
市
で
は
、
六
月
十
一
百
に
「
県
民
　
　
「
昭
和
六
十
年
六
月
十
二
日
午
前

防
災
の
日
」
と
台
わ
せ
て
白
石
市
総
　
九
時
三
十
分
ご
ろ
、
宮
城
県
沖
を
震

台
肪
、
、
ハ
訓
練
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
源
と
す
る
マ
ゲ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五

　
総
合
防
災
訓
練
は
、
大
規
模
地
震
　
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震
が
発

災
害
の
発
生
に
備
え
、
防
災
関
係
機
　
生
」
と
の
災
害
想
定
に
よ
り
行
い
ま

関
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
的
　
す
、
、

確
な
応
急
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
　
　
訓
練
場
所
は
、
市
内
小
・
中
学
校

に
、
こ
の
訓
練
を
通
じ
て
市
民
の
防
　
の
火
災
発
生
に
伴
う
消
火
訓
練
を
行

災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
　
う
ほ
か
、
特
に
今
年
は
、
白
石
市
加

と
し
て
実
施
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
入
者
ホ
ー
ム
（
福
岡
蔵
本
字
薬
師
堂
）

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
．
　
を
重
点
と
し
て
、
滝
下
、
尾
べ
ら
の

1
、
ヂ

　　　いざというときのために

自主防災訓練，捨6
　
　
　
　
　
・
老

　
　
　
　
　
　
　
　
身
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
壇
％
4

　
　
　
　
　
、
、
蓼

／
　
》
る

。
／

ヂ挑

ノ

いざというときに

備えましょう

もし災害が起きたら

！
総

指定避難場所一覧表

　収　容　地　区　名

白石地区中央部、北部

　　〃　南部

　　〃　南部

　　〃　南部

　　　　南部、大平地区一円

　　〃　西部

　　〃　東部

　　〃　西部

福岡地区一円

　　〃

指定遷難場所等名弩番

校学卜7一第1

第二小学校
中央公園
白、石中学校
大平小学校
自石高等学校
工業高等学校
女子高等学校
福岡小学校
福岡中学校

ワ
】

3
4
5
6
［－

8
9

10

（♪1．包、嚢か起き車を1璽牽云しているとき

　地震と感じても急、停車は避け、他の車に注意しながらゆ

っくりと道路の左端によせるなどして止めましょう。ラジ

オで的確な情報を聞1など、避難の際は自動車を使わない

よう、また車から離れるときは、車のキーはそのままにし「

ドアにもロ・ソンしないようにします。交通規制を行って1、）

るときは、現場の警察官などの指示に従ってください。

3



冊
r7rJ

、
喜

び

勲
五
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
飯
沼
　
寅
治
氏
（
七
里
）

　
　
　
　
▽
西
益
岡
町
五
－
六
七

　
昭
和
三
年
、
宮
城
県
師
範
学
校
を

享
業
と
同
時
に
教
員
生
活
に
入
り
、

旧
制
日
石
中
学
校
（
現
日
石
高
）
を
中

心
と
し
三
十
九
年
間
、
教
べ
ん
を
執

り
、
ア
”
、
の
間
郷
土
の
研
究
に
尽
力
。

昭
和
二
十
五
年
～
三
十
五
年
ま
で
宮

（
ノ
レ

　
　
ぎ畷

勲
六
等
瑞
宝
章

　
　
　
　
佐
藤
　
一
時
氏
（
山
ε

　
［
ワ
・
越
河
五
賀
字
小
野
作
前
三
四
番
地

　
昭
和
十
七
年
四
月
、
越
河
村
消
防

組
消
防
手
を
拝
命
、
以
来
四
十
二
年

有
余
に
わ
た
り
、
消
防
人
と
し
て
元

白
石
市
消
防
団
分
団
長
の
要
職
を
歴

任
、
地
域
住
民
の
生
命
財
産
を
ま
も

の

人
々
、
｝

城
県
史
編
さ
ん
委
員
。
主
な
著
書
に

は
、
昭
和
三
十
二
年
発
行
の
東
北
交

通
史
第
一
巻
「
奥
州
宿
駅
街
道
の
時

代
的
変
遷
」
が
あ
り
、
七
ヶ
宿
町
が

一
躍
脚
光
を
浴
び
た
こ
と
は
著
者
の

熱
意
の
成
果
．
．
昭
和
四
十
二
年
、
自

二
小
校
長
で
退
職
後
、
白
石
市
史
編

き
ん
委
員
を
務
め
、
氏
が
病
に
倒
れ

る
ま
で
、
市
史
編
さ
ん
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
受
立
早
の
喜
び
に
つ
い
て
、
　
「
郷
土

の
発
展
に
寄
与
で
き
た
の
も
、
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
た
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
思
い
を
は
せ

な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
．
、

り
、
消
防
の
発
展
と
向
上
に
貢
献
き

れ
ま
し
た
∩
．

　
昭
和
五
十
三
年
消
防
庁
長
官
よ
り

永
年
勤
続
功
労
章
、
昭
和
五
十
六
年

日
本
消
防
．
協
会
長
よ
り
精
績
章
、
昭

和
五
十
八
年
宮
城
，
県
知
事
よ
り
消
防

防
災
功
労
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
章
の
士
暑
び
に
つ
い
て
、

「
今
ま
で
消
防
一
筋
、
重
要
な
職
責

を
ま
っ
と
う
で
き
た
の
も
皆
さ
ん
の

協
力
の
賜
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
会

的
に
一
層
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
∵
ゆ

藍
綬
褒
章

　
　
　
小
林
　
新
助
さ
ん
（
六
一
）

　
　
　
　
　
　
▽
本
町
十
九
番
地

　
全
国
乾
麺
協
同
組
合
連
合
会
副
会

長
の
要
職
に
あ
り
、
乾
麺
業
界
の
合

理
化
推
進
や
品
質
表
示
の
基
準
制
定

を
は
じ
め
、
統
一
ブ
ラ
〉
ド
作
り
に

多
大
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
藍
綬
褒

章
に
輝
き
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
か
っ
て
地
元
「
白

石
う
ー
め
ん
組
含
」
の
組
含
長
と
し

て
、
　
「
白
石
う
ー
め
ん
」
の
商
標
登

録
や
品
質
の
レ
ベ
几
ア
ッ
プ
に
関
与

す
る
な
ど
の
仕
事
に
携
わ
り
ま
し
た
．
、

　
受
章
の
喜
び
に
つ
い
て
、
　
「
乾
麺

業
界
で
の
受
章
は
全
国
で
も
初
め
て

の
こ
と
で
も
あ
り
、
大
変
あ
り
が
た

，
・
＼
思
っ
f
、
い
ま
す
」
と
笑
み
を
浮
か

べ
「
後
継
者
づ
く
り
の
た
め
若
い
人

々
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
、

力
強
い
抱
負
も
話
し
て
！
・
れ
ま
し
た
。

愛

一
　
し
　
己
｝
［
㌧
覗
r
』
　
　
　
　
ノ
拓
γ
孕
“
’
ー
ー
「
』
、
p
　
F
、
ソ
F
ー
　
’
k
ワ
■
ト
リ
♂

、　　、　　1　　』　　、　　；　　｝　　・　　～　　 　　嵐　　二＿　　i．　　－　　k　、t　　・＿　　r

6月5日～6月11日

聴が獅
　　　　轡牌

・織～

　　　　　守ってますか喫煙マナー

庭の悶辺はいつもき

潔にしましよう。

なで街を清潔に1、ま1、よう。

な街には「カ、ヘエ、ユスリカ」は

せず、悪臭もありません、

も美しい住みよい街にしましょう。

央適職、ガ身近かな環境を美し・ぐ，

㌶　　　　欝　　，教曝頃弗
雑　　　　　枇　　蝿毒、F、ノ31

家
清
ん
潔
生
っ

②
　

み
清
発
い

し

卓

子供と高齢者の事故防止

二輪車を中心とした無謀運
転の追放

シートベルト着用の徹底

「
1
　
2
　
　
　
3

市鞠”塗縫霧去蜂1轟雌、二1ン◇ン 一聾
　　　6月1　日評》8月31日
　6月1日から8月31日までの3ヵ月間県民総参加による市町村交通事故防
止コンクールを実施します。特に次の事項に重点をおいて、市でも事故防止
を推進しますので、市民の皆様も交通事故には、充分注意してください。

生活騒音・あなたも身近なところから自主点検！憂』づ・

　　　お隣り同志のちょっとした心づかいで・生活酷は避けることができます。　　　 r謬塗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，11ヱ（一
”これくらい”の音でも、他人に　　えば、聴いている本人は楽しく快　　注意です〃　　　　　 　フ

は大きな迷惑。お互いに気をつけ　　いステレオも、ご近所には、ただ　　　日頃、気づかぬうちに、騒音で

て生活騒音防止を！　　　　　　　　の騒音、ピアノのレッスンも弾い　　ご近所に迷惑をかけているのかも

　生活をしていく上でやむをえな　　ている本人は懸命でも、他の人に　　しれません。なにげなく過ごして

い音、自分には快い音でも、他人　　はがまんのならない音になること　　いる生活のひとつひとつに気を配

には不快な「騒音」としてとらえ　　もあるので注意しましょう。　　　　りましょう、，

られてしまう場合があります。例　　　下の表でY　E　Sが多い人ほど要

あなたも工夫してみましょう。翼0YESこんなことに、・｛二・あたリカfありますか？

深夜、早朝は、

アイドリングも最小限に
燃費の節約にもなります

深夜は、風呂、台所などできるだけ排
ガくしないようにしましょう。

』鄭ゆ、・ρ

深夜、早朝に長時間
アイドリングをする

寝る前に風呂などの
水を流している

の駆け昇り、駆け下りはやめまし

ロ

さんにも日頃から注意を。

段
う
子

階
よ
お

窓やドァをしめるなど、工夫しましょ
う。可能な限り気くばりを。

　　　享

　　　匹

　　鰐
団地φ室内や階段の昇り降りで
大きい足音をたてる。

夜おそくまでにぎやかに
ゲームなどをすることが多

深夜、早朝は特にボリュームをしぼっ

て。ヘッドホーンなどの利用も気軽に
　テいましょう。睡

乱暴な開け閉めをやめましょう
特に早朝、深夜は気をつけて。

メ導
二
｝
「
～

テレビ・ステレオを
大きな音で聴いている。

7
．
［勢いよくドアや窓を

開閉する。

運動不足、不規則な食事などが原因に
なることもあります。
愛’晴をもって世言舌をし．ましょう。

低騒音の機種を選んだり、設置場所に
注意したりしましょう。

凄．
．
［
、
ぜ
N
、
㏄

巳
礎
一

犬などのペットが庭で長時間
ほえたり、鳴いたりする。

洗濯機のモーターの
音が大きい。

窓やドァを閉める、ピアノの向きを変
える、隣室に移す、防音装置…などの
対策を。弾く時問も考えて。

低騒音機種を選び、また設置場所もよ
く考え、できれば深夜の使用は控えま
しょう。

　

ノ
【
・
幽
．
冥

懸
♂
豊
二
、
〔
．
－
入

～
喪
タ
ゆ
陽
け

農
、

家でピアノを弾くが
防音対策は考えたこと力寸な

クーラーを人が寝静まった
深夜までつけている。

5



灘
．
～
、
鶏

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　

　
麟
灘
．
㌧
∵
獅
一
潔
｝

燃
．
総
．
、
　
遷
籔
墨
　

　
　
　
㌧
、
“
．

　
　
　
　
　
晶

　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
．
一
　
　
艶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
τ

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
『

　
　
　
つ

　
　
　
蟹
・
，
『
　
　
　
、

　
　
　
，
鞍
　
！
．
づ

鰹
嘉
『
匿

》P

虞臥脳舜

熱
　
、
い

　
　
　
、

、
た
ジ

！髄 葦　　薦　、・｛．

　　』詠、

益岡公園に優雅な調べ

　　　　　　　　　　　　　　　O一城の会

　5月晴れになった12臼、益岡公園で野点と古典芸

能の集い第9回「城の会」が開かれました。新緑の

中、城跡に溶け込んだ優雅な琴や、謡曲、尺八、平

家琵琶の調べなどが同公園に流れ、訪れた市民も足

を止めて聴き入っていました。また自石女子高校弓

道部による「巻わ射礼」も披露され、見事な演技に

大きな拍手。園内では、野点のコーナーも設けられ、

古典芸能を楽しみながらお茶を味わい、城山での集

いを満喫していました。同催しには、ガールスカウ

トも一役。

　　伝統校同志が熱戦を展開

　　　　　　　　　　○一第23回白角定期戦

　5月16日、自石高校（千葉陽正校長、生徒数666入）

と角田高校（桜井、忠良校長、生徒数542入）の第23回定

期戦が白石高校を会場に、熱戦が繰り広げられました。

両校とも80余年の歴史を誇る伝統校同志で、両校応

援含戦も青空のもとハチ巻き姿や大きなメガホンを

使ったり、会場周辺は、大きな声援がこだましまし

た。今年は9種目の総合成績を白高が6対3で角高

を制し、昭和38年からの成績は、12勝10敗1引き分

けで白高が一歩リードしました。白高は5連覇。
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　嘩閣ず　齊蝿獅、．・瑳、凝、、丸

　　　　飛不動尊つり鐘復元

　　　　　　　　　　　　　　○一小原江志

　小原江志の飛不動尊につり鐘が復元され、去る4

月22日・「たたき初め」が行われました。飛不動尊

は、約400年前に伊達政宗によって建立されたもので、

難よけ、厄よけの神として多ての信仰を集めてきま

した・昭和18年、太平洋戦争のために供出され、鐘

楼堂には鐘がなかったことから、地区民らの復元運

動がなされ、多方面の地元出身らからも浄財が寄せ

られ再建されました。つり鐘は、高さ1m27em、直

径71cm、重さ370kgの青銅製。去る28日、境内で落慶

式が行われました。
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　　姉妹関係の老人クラブが交流

　　　　　　　　　O一登別老人クラブ来白

　5月21日、当市と歴史的な縁で姉妹都市関係にあ

る登別市から登別老人クラブ連合会のお年寄り一行

約121人が白石市を訪れ、白石市老人クラブ連合会と

初めての親善交流会を開きました。親善交流は、エ

コー会館を会場に登別市老ケ連の中嶋副会長ら121人

が当市老ク連・深谷正会長や会員多数の出迎えと川

井自石市長からの歓迎の言葉を受け、こけしの記念

品贈呈、両老入クラブの概要報告など友好を深めま

した。同日は市内史跡を市史編さん委員らの案内で

探訪しました。
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．
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蕪
鱗

ゼ
、

へ

、
祭
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．
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．
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．
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メ
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＆
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周
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あ
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歴
サ

　
第
二
十
七
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン

ク
ー
ル
が
、
去
る
五
月
三
目
か
ら
七

日
ま
で
の
五
日
間
、
市
民
会
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
八
回
乾
め
ん
ま
つ
り
も
同
時
に

開
催
さ
れ
、
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
一
千

譲
薗
鳳
、

嚇

、
、
篭

＼ぐ＼
』」＼

皿
噸
煮

F階

弓
乱

二
百
四
十
二
点
が
出
品
。
七
十
三
点

が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
文
部
大
臣
奨
励
賞
目
鎌
田
孝
志

▽
　
　
同
　
　
　
　
”
柴
田
栄
子

▽
通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
長
賞

嶋鷲縮轍瀧甑

静珊幣璽
ガ餅購砂

　
嶋

むむ　じべ　こ

蕊
ギ
診

拙

し

ー
」

藩
．

　
　
　
　
P

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
声
一

　
　
　
　
　
睦
清
原
た
か
を

▽
宮
城
県
知
事
賞

▽
群
馬
県
知
事
賞

▽
　
　
同

▽
会
長
賞

▽
前
橋
市
長
賞

旺
六
郷
満

”
佐
藤
辰
雄

“
清
原
た
か
を

目
新
山
吉
太
郎

口
高
橋
と
し
子

　　　　　ヤ礪躍躍驚綴響
、

麹登覧膿葬蒙1）氏ド幹

8

◎
拶
曝
②
鴎

卵
と
豚
肉
の
い
た
め
も
の

　、一　ソ
　キしゆ　　ど

大森りつさん（白石

図
材
料
】
　
（
4
入
分
）

卵
3
個
、
塩
小
さ
じ
L
7
3
、
油
適
量
、

豚
肉
（
う
す
切
り
）
励
9
、
酒
大
き

じ
ー
、
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
ー
、
片
く

り
粉
大
さ
じ
ー
、
に
ら
％
束
、
も
や

し
鵬
9
、
干
し
椎
茸
2
～
3
個
、
春

雨
4
0
9
、
油
（
ゴ
マ
油
で
も
よ
い
）

適
量
、
塩
適
量
、
こ
し
ょ
う
適
量
。

※
季
節
に
よ
り
、
ゆ
で
た
け
の
こ
を

　
加
え
た
り
、
に
ら
の
か
わ
り
に
ほ

　
う
れ
ん
草
な
ど
を
加
え
て
も
よ
い
。

【
作
り
方
】

①
卵
は
割
り
ほ
ぐ
し
て
塩
を
加
え
て

　
混
ぜ
る
。
中
華
ナ
ベ
に
サ
ラ
ダ
オ

　
イ
ル
大
さ
じ
3
を
熱
し
て
、
ふ
ん

　
わ
り
と
し
た
い
り
卵
を
つ
く
っ
て

　
別
の
器
に
と
り
出
す
。

②
豚
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
酒
、
し

、
導
存
知
で
す
か
ラ

”
が
ん
予
防
の
食
事
の
心
得
12
ケ
条
1
1

一
、
偏
食
を
避
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

　
い
食
事
を
と
る
。

二
、
同
一
の
食
品
を
繰
り
返
し
食
べ

　
な
い
（
特
に
加
工
食
品
）
。

三
、
過
食
し
な
い
（
腹
八
分
目
が
大

　
切
）
．
、

四
、
飲
酒
の
制
限
（
一
週
間
に
一
回

　
は
休
肝
日
に
し
ま
し
ょ
う
）
。

五
、
禁
煙
（
タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ
て

　
一
利
な
し
）
。

六
、
ビ
タ
ミ
ン
A
、
C
、
E
、
お
よ

　
び
食
物
繊
維
に
富
む
食
品
を
適
量

　
と
る
（
緑
黄
色
野
菜
の
人
参
、
に

　
ら
、
小
松
菜
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
を

　
毎
日
食
べ
ま
し
ょ
う
）
。

七
、
塩
蔵
品
を
制
限
し
、
熱
す
ぎ
る
食

　
よ
う
ゆ
で
下
昧
を
つ
け
、
片
く
り

　
粉
大
さ
じ
ー
を
ま
ぶ
し
て
お
く
。

③
春
雨
は
熱
湯
に
約
5
分
間
つ
け
て

　
も
ど
し
水
で
洗
い
2
つ
3
つ
包
丁

　
を
入
れ
る
。

④
に
ら
は
洗
っ
て
4
㎝
の
ざ
く
切
り
、

　
も
や
し
は
黒
い
豆
殻
を
と
り
除
い

　
て
サ
ッ
と
水
洗
い
す
る
。
干
し
椎

　
茸
は
も
ど
し
て
太
め
の
せ
ん
切
り

　
に
す
る
。

⑤
中
華
ナ
ベ
に
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
を
熱

　
し
て
②
の
豚
肉
を
強
火
で
い
た
め
、

　
白
っ
ぽ
く
色
が
変
わ
っ
た
ら
椎
茸
、

　
も
や
し
、
に
ら
の
順
に
加
え
て
い

　
た
め
る
。

⑥
⑤
に
春
雨
と
い
り
卵
を
加
え
て
ほ

　
ぐ
す
よ
う
に
サ
ッ
と
混
ぜ
合
わ
せ

　
て
塩
、
こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
火

　
を
止
め
る
。

　
べ
物
は
さ
ま
し
て
か
ら
食
べ
る
。

八
、
肉
や
魚
の
こ
げ
は
食
べ
な
い
。

九
、
カ
ビ
の
生
え
た
物
や
調
昧
料
は

　
食
べ
な
い
。

十
、
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い
。

士
、
過
労
を
避
け
る
。

＋
一
一
、
体
を
清
潔
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
農
郵

、
愈
垂

白石市昭和60年5目1日調査日消費生活モニター調査結果
考備

上昇品目＝食パン、重油

下降品：砂糖、サラダ油

マーガリン、牛乳、ベタ

ー
、

プロパンガス、理髪

料

横ばい品目1しょう油、

小麦粉、テイ・・’シュペー

ぺ一、ラップ、カレーラ

fス、パーマネント料、

灯油、レギュラーガソリ

ン、軽油

対朗癒格娩

△1．5

△0．3

　2．0

△2．5

△2．1

ム1．0

△8．9

△2．8

4．o

醗平均緬格

　　274円

　　454

　　396

　　217

　　152

　　204

　　238

　　389

　　148

　　199

5，644

　　438

1，557

5．162

1，345

1，376

　　145

　　97

　　76

平均値
　　270円

　　454

　　395

　　217

　　155

　　199

　　233

　　385

　　148

　　199

5．144

　　438

1，514

5，162

1，345

1，376

　　145

　　　97

　　　79

最低値
　　258円

　　418

　　358

509日
　　150

　　185

　　198

　　300

　　118

　　155

5，000

　　370

1，400

4，500

1．301）

1，350

　　145

　　　90

　　　74

最高億
　　280円

　　490

　　445

　　230

　　170

　　215

　　280

　　430

　　178

　　240

5，400

　　450

1。600

6，000

1．450

1，450

　　147

　　100

　　　90

　銘晒・規格
上　白　糖　　　1kg
本醸造上級濃口　1．82
（びん代込み）

ポリ容器入り　700g

薄　力　粉　　　1kg

並　　　食　　　1袋

ソフトカILトン入り　　225g

紙容器入り　1，000CQ

カヌしトンヌ、り　　　　　2259

400枚1200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10㎡　　　　　　〔気体）

並　　　食　　i一皿1

小学生調髪（洗髪を含む1

コールド‘ショートカ7ト及
びセソト含む）

店頭イ田i季各　　　　　182

配達料込み　　　18ク

1　　彦　　現　　金

1　　ぞ　　現　　金

1　　ぞ　　現　　金

　品　　 名

1．砂　　糖
2．しょう油
3．サラダ油
4．小　麦　粉
5．食　パ　ン

6．マーガリン
7．牛　　乳
8．バ　タ　ー
9．　ティッシュペーパー

10．　ラ　　　ッ　　　プ

11．プロパンガス

12．カレーライス

13．理髪料
M，パーマネント料

15．灯　　油

16．　レギュラーガソヲン

17．軽　　 油

18．A　重　油

9
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圃
厨
薗
賜
』

　
　
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
栄
子
さ
ん

　
　
こ
け
し
の
制
作
を
手
が
け
約
三
十
五
年
、
こ
の
ぼ
ど
開
催
さ
れ
ま

　
し
た
第
一
一
十
七
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
0
て
新
型
こ
け

　
し
の
部
で
文
部
大
臣
奨
励
賞
に
輝
い
た
柴
田
栄
子
さ
ん
（
六
十
歳
）
。

　
▽
城
北
町
6
番
3
号
。

［㎜幽』べ

｝
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

　
柴
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
十

三
年
に
柴
田
工
芸
社
が
創
立

以
来
、
こ
け
し
制
作
に
携
わ

り
、
昭
和
三
十
四
年
の
全
日

本
観
光
土
産
晶
展
で
通
産
大

臣
賞
に
入
賞
を
果
た
し
、
同

年
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
一
回

全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
で
白
石

市
長
賞
に
入
賞
、
以
来
毎
回
入
賞
を

果
た
し
、
今
年
は
、
「
紅
梅
・
白
梅
」

の
作
品
で
文
部
大
臣
奨
励
賞
を
獲
得
、

こ
け
し
制
作
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
超

一
流
の
絵
付
け
の
手
腕
が
生
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
作
品
は
、
二
部
（
新

型
こ
け
し
）
、
三
部
（
創
作
こ
け

し
）
合
わ
せ
て
十
点
を
出
品
し

ま
し
た
。
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
そ
の
中

の
「
四
季
」
は
、
墨
絵
で
模
様

を
入
れ
、
松
、
も
み
じ
、
ア
ヤ

メ
、
梅
を
表
わ
し
た
四
本
組
の

作
品
で
す
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

こ
け
し
の
絵
付
け
に
自
石
和
紙

を
応
用
し
た
「
白
石
和
紙
こ
け

し
」
も
出
品
す
る
な
ど
、
創
意

・
工
夫
さ
れ
た
作
品
を
数
多
く

手
が
け
て
き
ま
し
た
。

　
柴
田
さ
ん
は
、
五
十
八
年
十

二
月
発
足
し
た
「
こ
け
し
業
協

同
組
合
婦
人
部
」
の
婦
人
部
長

と
し
て
も
活
躍
。
会
員
十
三
名

の
代
表
と
し
て
、
常
日
頃
多
忙

に
な
り
が
ち
な
会
員
と
共
に
「
研

修
旅
行
」
や
「
デ
ザ
イ
ン
講
習

会
」
な
ど
の
行
事
を
こ
な
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
回
の
入
賞
に
つ
い
て
「
私

の
作
晶
が
皆
さ
ん
に
認
め
ら
れ
、

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」
と
に

っ
こ
り
。

　
「
こ
け
し
本
来
の
素
朴
さ
を

失
わ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
に
愛

さ
れ
る
独
自
の
『
臼
石
こ
け
し
』

の
制
作
に
励
み
た
い
」
と
抱
負

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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当
地
方
最
初
の
歴
史
的
人
物
と
し

　
　
　
　
　
　
　
わ
な
と
も
か
つ
た
の
む
み
ひ
と
た
る

て
出
て
く
る
の
が
大
伴
刈
田
臣
人
足

と
い
う
人
物
で
あ
る
。
大
伴
と
い
う

の
は
当
時
の
大
和
朝
廷
に
所
属
す
る

民
族
集
団
の
名
称
、
だ
か
ら
現
代
風

に
い
え
ば
刈
田
臣
が
姓
、
人
足
が
名

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
足
の
こ
と

　
し
ん
こ
け
い
う
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
タ
く

は
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
に
『
続

に
　
ほ
ん
　
さ

日
本
紀
』
と
い
う
わ
が
国
の
正
史
に

書
か
れ
て
お
り
実
在
の
人
物
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
、
現
在

の
福
島
・
宮
城
両

県
の
十
八
郡
の
族

長
二
十
三
人
の
人

々
に
朝
廷
か
ら
新

し
い
氏
姓
を
賜
わ

っ
た
と
あ
る
。
し

か
も
人
足
は
「
外

正
六
位
上
」
と
い

う
位
階
も
持
っ
て

い
た
と
い
う
か
ら

相
当
の
有
力
者
だ

っ
た
ら
し
い
。
も

ち
ろ
ん
、

郷土史アレコレ

し
い
。
彼
は
石
巻
地
方
の
族
長
で
、

大
國
造
の
肩
書
は
ど
ん
な
役
職
か
不

明
だ
が
、
中
央
に
も
強
い
発
言
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
じ
め

持
つ
東
北
土
着
民
の
元
締
の
よ
う
な

権
力
者
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
う
し
ア
、

見
る
と
八
世
紀
に
は
白
石
地
方
に
中

央
の
行
政
力
が
伸
び
て
は
き
た
が
、

半
面
、
土
着
民
の
自
主
性
も
強
く
残

っ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ

で
こ
の
有
力
者
刈
田
人
足
の
墓
が
ど

　
　
　
　
　
　
　
こ
か
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
　
；

　
　
　
　
物

　
　
　
　
鰍

②
殿

　
　
　
　
齢

　
　
　
　
最

　
　
　
　
彼
は
い
わ
ゆ
る
エ
ゾ
人
で

な
く
中
央
政
府
に
登
録
さ
れ
た
立
派

な
公
民
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
一
族
・

家
人
な
ど
刈
田
姓
を
名
の
る
集
団
は

多
数
に
の
ぼ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
人

、
足
が
朝
廷
か
ら
氏
姓
を
賜
わ
る
に
つ

い
て
は
、
他
の
二
十
二
人
と
と
も
に

だ
い
こ
く
ぞ
う
み
ち
し
ま
ず
ぐ
ね
し
ま
た
る

大
國
造
道
嶋
宿
禰
嶋
足
の
推
せ
ん
に

よ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
嶋
足
と
い
う

人
は
当
時
東
北
の
大
ボ
ス
だ
っ
た
ら

鷹
巣
や
斎
川
鹿
子

の
高
塚
古
墳
は
や

や
時
代
的
に
古
い

の
で
こ
れ
は
違
う

と
思
う
。
二
、
三

年
前
に
郡
山
の
丘

陵
地
帯
で
宅
地
造

成
の
工
事
が
あ
り
、

工
事
中
切
石
積
み

　
　
　
　
　
せ
き
　
し
つ

の
立
派
な
石
室

（
古
墳
）
が
出
土
し

た
と
い
う
。
だ
が

造
成
を
急
ぐ
た
め
す
ぐ
埋
め
ら
れ
た

ら
し
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
末
期
古

墳
（
？
）
と
刈
田
人
是
の
墓
と
は
関

係
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

郡
山
地
区
が
刈
田
氏
の
墓
の
場
所
と

し
て
の
候
補
地
と
思
わ
れ
る
か
ら
埋

め
ら
れ
た
の
は
惜
し
か
っ
た
。
研
究

者
の
今
後
の
調
査
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）
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一

．
イ
ド
ル

アの潔が穆

　　　てる　さ
谷津　光樹ちゃん（大平）

竹雄さん、長子さんの長男

ママからひとこと

”元気いっぱい一緒に

　　　　　　テ昼1まうネ”

「
こ
い
の
ぼ
り
」

さ
と
う
こ
う
じ
ろ
う
（
白
一
一
小
1
年
）

繕　
　
　
　
〆
　
　
　
死
等

　
　
　
ハ
鍔
，
窪
，
」
露
鼠
、

　
　
　
＞
、
　
鑓
ヲ

　　　　轟の
マ
弘

わたしの

勘塑粉勿
　　　　趨

　「やった！OO先生だ」
　大泉　　薫（越河小5年）

蛸遡」》卿

　　　炉　　｝　炉』
一ア

市
民
文
芸
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〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
入
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

　
歌
　
　
壇
一

初
孫
の
入
学
祝
ふ
赤
飯
に
南
天
の
葉
添
え
し
娘
の
姑

や
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

暖
か
き
日
ざ
し
嬉
し
く
水
仙
を
勢
り
て
訪
ね
る
友
の

家
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

夫
の
播
き
し
箱
の
小
松
菜
ひ
と
握
り
汁
に
は
な
て
ば

香
り
広
が
る
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

退
院
と
き
か
さ
れ
心
晴
々
と
春
の
日
射
し
は
い
よ
い

よ
明
る
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

春
雨
に
濡
れ
て
ふ
ふ
め
る
庭
土
手
に
紫
淡
き
カ
タ
ク

リ
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

素
手
を
も
て
堆
肥
散
ら
せ
し
か
の
普
汚
れ
た
る
手
も

今
は
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

再
診
の
知
ら
せ
に
み
や
る
窓
外
に
け
ぶ
る
が
如
く
春

雨
の
降
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

耳
遠
く
な
り
た
る
夫
に
こ
の
日
ご
ろ
声
荒
く
な
る
わ

れ
を
悲
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

あ
ん
ず
の
花
う
す
紅
に
咲
き
揃
ふ
い
た
わ
る
ご
と
く

小
雨
降
る
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
田
き
み
子

残
留
孤
児
が
写
る
テ
レ
ビ
を
見
る
た
び
に
外
地
に
果

て
し
妹
を
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

〔
評
〕
作
品
が
説
明
に
な
っ
た
り
報
告
的
に
な
る
と

　
歌
に
感
動
が
薄
れ
読
む
も
の
に
迫
る
も
の
が
な
く

　
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
単
純
化
し
作
者
が
も
っ

　
と
も
感
動
し
た
こ
と
を
素
直
に
表
現
す
べ
き
で
す
。

　
一
首
目
赤
柄
さ
ん
の
歌
、
内
容
の
豊
富
な
事
柄
を

　
上
手
に
ま
と
め
て
お
り
結
句
「
娘
の
姑
や
さ
し
」

　
が
一
首
を
落
ち
着
け
て
い
る
。
二
首
目
高
橋
さ
ん

　
の
歌
、
素
直
さ
が
読
む
も
の
に
好
感
を
与
え
る
。

　
三
首
目
太
田
さ
ん
の
歌
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
さ

　
さ
や
か
な
喜
び
を
発
見
す
る
こ
と
も
短
歌
の
限
り

　
な
い
喜
び
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三
選

俳
　
壇

か
た
く
り
の
花
に
蝶
舞
ふ
雑
木
山
　
　
草
野
　
美
沙

（
評
）
早
春
に
な
る
と
か
た
く
り
は
紅
紫
色
の
姫
百
合
に
似
た
・

　
花
を
ひ
ら
く
長
か
り
し
冬
と
の
別
れ
が
感
じ
ら
れ
る
花
で
蝶

　
も
舞
い
は
じ
め
た
山
で
あ
る
。

花
日
和
白
衣
の
ま
ま
の
昼
休
み
　
　
　
大
庭
　
良
子

（
評
）
病
院
の
近
く
に
も
桜
が
咲
い
て
い
て
よ
い
日
和
で
あ
る
。

　
職
業
柄
白
衣
の
ま
ま
に
外
に
出
て
い
る
昼
の
一
刻
で
あ
る
。

　
薄
紅
と
白
の
調
和
も
よ
い
。

初
さ
く
ら
常
林
寺
ま
ず
た
ず
ね
み
ん
　
高
橋
和
歌
子

へ
評
》
臼
石
の
南
郊
に
あ
る
常
林
寺
山
門
の
桜
は
一
番
早
・
、
咲

　
く
の
が
例
で
あ
る
。
も
う
咲
き
は
じ
め
た
で
あ
ろ
う
初
花
を

　
た
ず
ね
よ
う
と
、
こ
の
節
の
誰
で
も
が
も
つ
感
懐
で
あ
る
．
．

は
な
　
ば
　
だ

花
万
朶
土
手
を
試
歩
す
る
吾
れ
一
入
　
鈴
木
と
み
じ

梅
咲
け
り
夫
の
墓
参
に
よ
き
日
和
　
　
中
村
　
み
つ

花
の
山
空
曇
り
い
て
夕
長
し
　
　
　
　
佐
藤
周
子

花
疲
れ
に
眠
気
誘
は
れ
美
容
院
　
　
　
青
木
　
良
子

て
ん
ぷ
ら
に
春
の
香
り
の
蕗
の
と
う
　
佐
藤
　
善
失

教
え
子
の
早
も
定
年
春
の
風
　
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

し
ゃ
く
な
げ
の
花
二
十
余
数
へ
ら
れ
　
岡
崎
　
澄
子

◎
来
月
の
課
題
は
郭
公
（
閑
古
鳥
）
、
柏
餅
、
そ
の
他
で
作
旬
し

　
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎
六
月
の
句
会
は
六
月
二
十
三
日
佃
，
十
二
時
半
よ
り
中
央
公
民

　
館
で
開
催
し
ま
す
。
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

ゆ

”
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交通事故にあわれた方に
☆早目に県の交通事故相談員に相

　談ください．

☆相談は一切無料です。また秘密

　に取り扱います，、

☆相談場所　大河原地方県事務所

　　（大河原合同庁舎内）交通事故

　相談室費02245－13）一31111内線

　221）

☆相談受付時間　午前9時～午後

　3時（月曜日は、休みです1

L肇騰．．
　相続税は、相続や遺贈〔遺言に

よって財産を譲ること）によって、

亡くなった人（被相続人）の財産

をもらった人（相続人等）にかか

る税金です。

〈相続税の計算＞

　相続税は、被相続人の遺産総額

から被相続人の債務や葬式費用な

どを差し引いた正昧の遺産額が基

礎控除（2千万円＋相続人の数×

4百万円）を越える場合に、その

超えた額に対して課税されます。

〈税額控除＞

　相続人が被相続人から生前に贈

与を受けているときや被相続人の

配偶者であるとき、あるいは未成

年者や心身障害者であるときは、

その人の相続額から一定の額の控

除が受けられます。

〈相続税の申告と納税〉

　相続税の申告は、被相続入が死

亡した日の翌日から6ヶ月以内に、

被相続人の住所地の税務署にする

ことになっています。

　また、納税も申告期限と同じ日

となって台りますが、相続税額が

5万円を超え、金銭で一時に納め

られない場合は、延納の制度もあ

ります。詳しくは、最寄りの税務

ダ3

署へお尋ね1ださ1、年。

墜騰盤茎
　国鉄では、鉄道妨害防止運動を

5月26日から6月14日までの20日

間行います。鉄道事故防止のため

次のことにご協力を肴願いします。

☆線路では……

○子供さんがレールに石などを並

　べていたずらをしないようご指

　導を。

○巣路や鉄橋などは歩かない。

☆電化区間では……

○線路近くでは、田旧のビニール

　が飛ばきれないように。

☆踏切では……

o必らずL旦止まって左右の安全

　を確かめる。

Q先の車が踏切上で止まるおそれ

　があるときは踏切に入らないで

　待っ。

○踏切上でエンストしたり脱輪し

　たりしたときは、まず「非常ボ

　タン」を押して列車を止める。

！公証役場の新設に搾う

　　　　　　　　　　お知らせ

　本年6月1日付けで次により公

証役場が新設されますので、お知

らせします。なお、これまで仙台

法務局大河原支局で扱って1、・た公

証事務はすべて公証役場で行うこ

とになります。

》公証役場住所　柴田郡大河原町

　字南283番地の2

　公証人　松谷徳蔵

　露1）2245－3－2265

＝公証事務の主な壱の＝

1．契約等の公正証書の作成

2．公正証書による遺言の作成

3．会社設立のための定款の認証

4．招請状、保証書等の私書証書

　の認証

5．執行文の付与

6．確定日附の付与

7．その他法律で定められている

　事項

闘郵便憂箱の設置にご協力
　　を

　6月は梅雨の季節でオ。郵便局

では、みなさまにお届けする郵便

物をぬらすことのな1、馬よう配達の

際にも十分気をっけて1、嘉ますが、

大切な郵便物を雨から守り、保護

するためにも郵便受箱の設置にご

協力ください。

　また、表札には、ご室族全員の

氏名をお書き願います。郵便局で

郵政省規格の郵便受箱を2種類各

1，9α）円であっせんしております

ので、ご利用くだきい。

趣ご講．
　空気を浄化する、水源を守る、

山崩れら洪水を防ぐ、レクリェー

ションと健康増進を兼ねた”森林

浴”など森林の働きが、見直され

ています⊂、

　国有林は大切な緑の造成に国民

と共同で行うため「分収育林制度

を新しく発足させました。この制

度は植えてから21～30年の若1、・杉

の林を対象に一口当たり50万円の

出資で、共有者として参加してい

ただき成長した立木の伐採時（20

～30年後）にその売払代金を折半

するというものです。

　今年は「国際森林年」です。緑

づくりにみなさまのご参加をお待

ちしています。詳しくは、白石営

林署庶務課a5－2141へお問い合わ

せくだきい。

　
　
　
隼

　
　
　
本

　
　
　
牟

　
　
　
森

　
　
　
際

　
　
　
園

　
　
　
O
つ

　
　
　
8
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喝

為
〆
〉

働腿

公民館だより

廼講演会のお知らせ

　原生林のひとつであるカシ類の

分布と民族について講演がありま

す。

》日時　昭和60年6月22日（土1

　　　　午後3時

》場所　白石市中央公民館

》演題　　「仙南地方のカシ類の分

　　　　布と民族」

レ講師　仙台西高等学校

　　　　教諭　滝口政彦氏

〉主催　蔵王自然保護協会

　　　　白石市中央公民館

醗高山植物観察会

　南蔵王の高山植物に関する知識

を高めることを目的に開催します。

レ日時　6月30日（日1午前8時50分

　中央公民館集合（雨天中止）

》場所南蔵王

1〉募集入員　35名（定員になりし

　だい締め切ります）

1〉講師　蔵王自然保護協会　鈴木

　六一郎氏、上野雄規氏

レ参加費500円（当日徴収します）

＞持参するもの　昼食、水筒

》申し込み　6月10日㈲から17日

　（月）までに白石市中央公民館a6－

　2453、4－5577へお申し込みくだ

　さい。

※山歩きできる服装でご参加くだ

さい。費

麟昭和60年度白石帯濤欝セぐ

　公民館では国際青年年を記念し

「青春ゼミナール」を次により開

講いたします。スポーツ、レ、ケリ

ェーション、キャンプ、講義など

を通して、多くの人達と交流を深

め、より広く、より深い仲間づく

りや地域に根ざした活動を目指し

ます。

　大きく広げよう！

　　　　青年の・…・・㊨・和）・愚

気軽に参加してくれるかな……

　　　　　　　　　◎◎㊤（｛）

〉期問　60年7月から61年2月ま

ナール参繍；養募集、ノ／

　で10回開催

険応募資格　白石市に在住の18歳

　以上の青年の方であればどなた

　でも結構です。／女性の方及び自

　称青年の方大歓迎）

》年間経費　原則として無料

　（ただし、キャンプ・ボーリン

　グ・スキー等は実費個人負担）

〉申し込み　6月20日まで福岡公

　民館雪5－2249、　中央公民館溜

4－5377、市教委社会教育課

奮5－21111内線411）！・直接また

は電話にてお申し，込み

㍗

“
残
く
野
草
展
（
図
書
館
）

儲
　
響

○一図 書

☆子どもの本選びの参考に

　　　　　　も㍗子どもの本の展示会軸

　昨年度発行された本300冊（幼児

の絵本をはじめ童話、民話、図鑑、

工f乍などさまざまな分里予力・ら遣塁ん

だ本）が展示されます。お子さん

と一糸者にお’でカ・けください。

〉期日　6月24日1月）～6月26日（弱

　午前9時～午後4時30分

レ場所　白石市図書館

館一一〇

☆6月の特集コーナー

自然と親しむコー・ナー・

　レジヤー、　スポーツ、　ガイドブ

ック、地図、入門書など用意して

います。ぜひご利用ください。

　
　
新
着
図
書
案
内
（
抄
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愛
と
許
し
を
知
る
八
、
び
と
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驚
異
の
ド
ク
ダ
ミ
ワ
f
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高
橋
和
央

お
墓
の
履
歴
書
　
　
　
　
中
川
　
聖
山

本
日
は
悲
劇
な
り
　
　
　
赤
川
　
次
郎

豊
臣
秀
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堺
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一
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ヤ
将
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隆
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ナ
ン
＆
ア
f
ヴ
ァ
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・
ラ
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ア
ン
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真
理
の
紅
茶
タ
f
ム
　
　
芳
村
　
真
理

日
‡
の
深
層
　
　
　
　
　
梅
原
　
　
猛

臼
い
序
章
　
　
　
　
　
　
平
岩
弓
伎
枝

兜
町
物
語
　
　
　
　
　
　
清
水
　
一
行

風
の
果
て
上
・
下
　
藤
沢
周
平

白
き
冬
日
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
綾
予

全
日
本
食
え
ば
わ
か
る
図
鑑
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／国戻r年金◇

年金受給者が

　住所を変更したときは

　　すみやかに届出しましよう

　あなたは、届出を忘れてはいま

せんか？

　国民年金を受けている方力柱所

を変更したときは、「国民年金受

給権者住所変更届」を提出しなけ

れ」ばなりません。．

　この届は、あなたが年金を確実

に受け取るために、とても大切な

ものです。うっかり届出を忘れた

り、遅れたりしたために、次の支

払い月に年金を受けられないとい

うこともありますので、住所が変

わったらすみやかに届を提出して

ください。また、年金を受け取る

金融機関を変更した場合も同様に、

「支払い機関変更届」の提出が必

要です。

　なお、この届は、老齢・通算老

齢年金を受けている方は直接、社

会保険庁へ、障害・母子年金など

を受けている方は市役所・市民課

国民年金係まで提出することにな

っています。

　　　　趣

ノ5

衛／
＼

生＼
＿▼』＿

『一／

　　　ワイル病予防接種

　ワイル病は、致命率が高く、後

遺症もある恐ろしい病気です。レプ

　トスピラを含む「ネズミの尿」で汚

染された田や川・堀などで、作業

中に皮膚や粘膜等を通して感染す

る伝染病です。市では、次のとお

り予防接種を行いますので、ぜひ

接種して・ください。

＞日時　7月19日③、26日働

　　午後1時30分から2時まで

レ場所　白石市健康センター

〉対象　16歳以上の市民

〉料金　無料（全額市費負担）

〉申し込み　6月15日から7月9

　日まで市健康センター内衛生課

　または各出張所・分室へ申し込

　み1ださい。問診書は、申し込

　みの際交付します。

〉その他　初めての方は、2回接

　種が必要です。

i懸「家庭生活の知恵」講演会

　激動する現代社会に、どのよう

iに生きていけばいいのか。主婦と

iして、5人の子供を育てた母親と

iして、長年家事すべてに含理的筋

t道を立てて実践してこられた町田

i貞子さんを迎え、家庭生活に大切

iな知恵の数々を語っていただきま
昌

す。

i　I〉演題　「適量でくらす大切さ」

翻補聴器の使い方説鱒会

　宮城県身体障害者福祉協会白石

支会では、補聴器の使い方相談会

を次により開催します。補聴器を

使用されておられる方並びに補聴

器を使用したい方がおられました

ら、最寄りの会場にぜひお越しく

ださい。

》日時及び会場

日　　　時

6
肩
1
4
日
釦

15

日
ヒD

9日寺～10日寺3（1分

11日寺～12日寺

13貿寺～14日寺

14時30分～15時30分

　
　
時

　
　
1
2

時
～
時

10

分
14

～
3
0
　
～

土
寸
土
寸
土
寸

　
　
0
　
　
3

9

場会

越河公民館

斎川　〃

大平　〃

大鷹沢〃

白川公民館

福岡　ク

小原　〃

〉相談内容　当日は、補聴器の使

　い方並びに修理相談などです。

圓「親交の十年」の頒布

　札幌自石親交会では創立十年を

記念して、このほど「親交の十年」

と題した記念誌（B6判・74頁）

を出版しました。

　記念誌は、親交会設立のいきさ

つ、北海道開拓のあらまし、親交

のあゆみなど、臼石区ルーツのフ

ロンティア魂に満ちています。

　記念誌は、さる5日自石市中央

公民館で開かれた創立10年記念式

典で配られ好評を博しました．定

価は600円です。

　詳しくは、自石市役所秘書企画

課親交会事務局費5－2111（内線

327）までお問い合わせください。

　一心にも・時間にも・物にも一i

〉講師　町田貞子氏

〉日時　6月21日③午後1時～3時i

〉会場　白石市中央公民館大ホー几

レ会費350円

〉主催　白石友の会

》後援　婦人之友社、白石市教育i

　委員会、白石市中央公民館　　1

※詳しくは、斎藤和子豊5－2349ま

　でお間い合わせ1ださい。

一お忘れなく

　児童手当は義務教育終了（中学

卒業）前の児童を含む18歳未満の

子ども3人以上を養育している方

（昭和61年6月がら変わります）

に支給されます。しかし、支給要

件該当者であっても手続きをしな

い方、所得限度額を超える方は支

給されません。

〔現況届の提出〕

　児童手当を引き続いて受給され

るために、毎年1回現況届を提出

しなければなりません。今年は右

記の日程により、各地区におt、】て

受付けいたします。この現況届の

提出がない場合、次回の支払い分

から児童手当が受けられなくなり

ますのでご注意ください。　（現況

届については、該当者に通知いた

します）

〉持参するもの

①通知書（ヘガキ1

②印鑑

羅市営住宅入居者募集中

◇白石市城南市営住宅

》所在地　白石市大平森．合字城南

　61市役所より徒歩約15分、国

　道4号線べfパス沿い

＞募集戸数　4戸〔6，6，7（洋）〕

　3DK中層耐火3階建
》家賃　月額　23，1）00円

☆受付期間　随時受付しますので、

　市役所建設課住宅係にお申し込

　みください。（日曜、祭日と土曜

　日の午後は除⇔、なお、フ、居

　基準等詳い、・二とは建設課住宅

　係（内線242）までどうぞ。

醐NHK交響楽団演奏会

！　N　H　K仙台放送局では、子レヒ
1開始30周年を記念1、、次により演

灘量芋彗灘の鵡盟をノ
③加入している年金（手帳等）

④預金通帳1受給者名義のもの）

　児童手当は、6月、10月、2月

の3回に分けて前4カ月分をまと

めて銀行1農協）振り込みで支給

きれます。

※詳しくは、市民課市民係1内線

　131）へお問い合わせください。

昭鞠60年度　児童手当現況届受付　～日程表～

地区名

可、
『
！

越

斎　川

大　平

大鷹沢

白　川

小　原

福　岡

福　岡
白　石

白　石

全地区

行　　政　　区
全 区

〃

〃

〃

尾箆　上原、下原、鎌先、山ノ下、
沖、山根

三住、蔵王、不忘、川原子

バ、宮、芹沢、大網、弥治郎、西区上、
西区下、南区、東区、北区

滝上、滝下、南町、田町、本町、中町、
長町、亘理町、短ケ町、新町

西益岡中益岡東益岡“』」く小路、
寿町、柳町、本蘇1、本郷宜†郷3

本郷4、鷹巣、上郡山、郡山、
小下倉

予備日1上記日程て提出～．よかった方）

月　段

6月18日

6月18日

6月19日

6月19日

6月20日

6月20日

6月21日

6月21日

6月24日

6月25日

6月26日

6月27日

6月28日

時　　間

9：00～12：00

13：【）0～16：00

9：00～12：1）0

13：00～16＝00

9：00～12：00

13＝30～16：30

9＝00～15＝00

11：00～13100

9：00～15＝00

g＝00～15＝OO

9：0〔）～15：00

9：01）～15：00

9：00～15＝00

場漸
越河公民館

斎川公民館

大平公民館

大鷹沢公民館

自川公民館

小原公民館

福岡公民館

蔵王分校

福岡公民館

市役所ロビー

市役所ロビー

市役所ロビー

市役所ロピー

働く婦人の家
圏定期講座（七宝焼ナ

レ期問　6月～ll月（毎月第1、

　3金曜日）

〉時間　午前加時～12時

》内容　寸リジナルアク七サリー製作

レ募集人員　15名

※詳し・1は、働1婦人の家謄5－50

　95へどうぞ。

圃特別講座

奄マクラメ教室

》日時　6月11日（火）午前10時～午

　後3時

》場所　働く婦人の家

》内容　プラントハンガー製作

》受講料　無料（ただし、材料費

　個へ負担）

》募集八員　20名

1＞申し費ムみ　6月8日（土）までイ動く

　婦人の家へお申し込みください。

憂フラワーテサイン教室

レ日時　6月21日（釦午前10時～午

　後3時

1〉場所働く婦入の家

〉内容　鉄線の鉢物

》受講料　無料　（ただし、材料費

　個人負担）

レ募集人員　20名

〉申し込み　6月15日（土1まで働く

　婦人の家へお申し込みください。

※お問い合わせは、働く婦人の家

　露5－5095・’・どうぞ。

奏会を開催します。

》日時　8月28日休）6時30分開演

医場所　宮城県民会館

野前売開始　6月1日㈲午前10時

ダ4



カメラ・ニユース

イ1羅戸r盤
　親交会創立10年の祝賀
　5月5日、札幌白石親交会創立
10年記念式典が中央公民館大ホー
几で関係者約200人が参加し、盛大

に挙行されました。記念講演の催
しなどに続きパーテf一も行われ、

参加者は、親交の10年をふりか轟
り、思いをはせていましたっ

　，夢♂虞』マ難が　蟹、、、

嘱轡認一

　　　稚アユの放流
　5月11日、白石川漁協組台（十
二村盛英組合長）は、白石川と斎

川合流点の2ケ所で、稚アユ3万
匹を放流しました。稚アユは中新
田養魚生産組合産で、体長10cm位。

アユ解禁の7月1日まで、約18～
20cm程度の成魚に育ちます。，

　　　　　　　　ミ、　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　ち　ヤ

轟
醜智いl

　　　春蚕の掃きたて
　県内のトップを切り20日、臼川
の内親養蚕組合で春蚕の掃き立て
が始まり、早朝から農家の主婦た

ちは、体長2mmほどの稚蚕に細か
く刻んだ桑の葉を振りかけ食い初
めを行いました。桑の生育も良く、

6月中旬春の繭の初出荷を予定。

　　　　　　　　團－A、r1ウ「．凄力き

休日急患当番医

還　穏

6／2

9
16

23
30

内 導参

広瀬医院（5）0238
三浦クリニック（5）6854

加藤（司）医院（5）2001

亘理医院（5）8501

柿崎医院（5）2210

磐 科

刈田病院（5）2145

銭谷医院（5）2010

刈田病院（5〉2145

宮城医院（5）2062
加藤㈹医院（5）4710

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談（6月分）

相談区分

入権擁護
相　　　談

行政相談

生活相談

者
介

　
刀
澗

齢
糸
　
業

高
職

社会保険

相　　談

雫党矛劣季目言炎

消費生活
相　　　談

補聴　器
巡　　　回

サービス

婦へ相談

、無孝斗～去律

相　　談

身　障

相

者

相談ヨ

17

17

17

5・25

18

17

17

　17
毎週月・火・

水・木・金

リオン5。1呂

ウ
］ホニ

17

！7

10

時　　閤

11）100～

　15100

ll）：00～

　15100

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

！0100～

　13：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10100～

　15：00

13：00～

　14100

10：00～

　11：00

10：1）0～

　15100

1011）0－

　15：00

10：01）～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2階相談室

健康センダー

2階相談室

自石市役所

第3会議室

自石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

自石市役所

白石市役所

4階会議室

自石市役所

第3会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇間題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売買
に関する税金、法人の
税金などの相談

活生費消情苦物
般

買
一

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人問関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法津についての困り

ごと

身体障害者・精神薄弱

者の生活、職業、結婚等

ン目iヨ罫‘．ノ感．i遭，臼ン尺男2』1　嘱、ぺ沼。フ、’　世幕目，549戸

拓
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